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寒
川
町
は
、かつて
寒
水
川（
スン
ガ
ー
）と
呼
ば
れ
、一八
七
九
年
に
立
岸
村
と
合
併
。

一九
二一年
に「
水
」の
字
を
取
り
現
在
の
寒
川
と
な
り
ま
し
た
。

王
国
時
代
に
は
首
里
士
族
の
屋
敷
町
、明
治
以
降
に
は
芝
居
小
屋
や
電
車
道
、

沖
縄
初
の
ラ
ジオ
局
な
ど
、時
代
と
共
に
異
な
る
顔
を
み
せ
て
き
ま
し
た
。

清
ら
か
な
水
と
文
化
を
め
ぐ
り
ま
す
。

寒
水
川
樋
川（
ス
ン
ガ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）

寒
川
町
の
名
所・旧
跡

寒
水
川
芝
居（
首
里
演
劇
場
）

ヌ
ー
リ
ガ
ー（
海
苔
井
戸
）・寒
川
町

水
の
あ
る
風
景

モ
�
イ
親
方

ト
ン
チ
話
の

首
里
寒
川
町
を
巡
る

首
里
寒
川
町
を
巡
る

　

ア
カ
マ
ル
ソ
ウ
通
り
の
下
方
に
現
在
で
も
こ
ん
こ
ん
と

湧
き
出
て
い
る
湧
泉
が
寒
水
川
樋
川
で
す
。
寒
水
川
と

は
清
水
を
意
味
し
、
こ
の
井
泉
が
村
の
地
名
の
起
こ
り

で
も
あ
り
ま
す
。

　

水
は
、
樋
口
の
奥
に
あ
る
水
脈
か
ら
樋
（
と
い
）
で
半

月
形
の
水
溜
に
導
か
れ
て
い
ま
す
。
水
溜
の
背
後
は
、

土
砂
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
三
段
の
石
積
み
で
組
ま
れ
、

大
き
な
水
溜
の
縁
石
と
石
敷
き
と
が
一
体
と
な
っ
て

先
人
の
技
を
感
じ
ま
す
。

　

水
溜
の
水
は
、
今
日
の
よ
う
に
上
水
道
が
普
及
す
る

ま
で
、
付
近
に
暮
ら
す
住
民
の
大
切
な
生
活
用
水
と
し

て
飲
料
水
に
用
い
、
石
敷
き
で
は
洗
濯
な
ど
が
行
わ
れ

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ふ
れ
る
水
は
、
下
手
に
あ
る

原
井
戸
（
ハ
ル
ガ
ー
）
の
水
溜
に
集
め
ら
れ
、
農
業
用
水

な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
も
あ
ふ
れ
る
水

は
、
谷
間
を
流
れ
下
流
の
石
組
水
路
を
通
り
安
里
川
へ

注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
名
前
を
持
つ
井
泉
が
首
里
城
内
と
赤
田
町
に
も

あ
り
ま
す
。

　

天
界
寺
の
末
寺
と
し
て
開
基
し
た
臨
済
宗
の
寺
。
一
四

五
五
年
頃
に
建
立
さ
れ
、
一
六
七
四
年
に
現
在
の
地
に

移
転
し
ま
し
た
。
十
二
支
に
対
応
し
た
守
り
本
尊
を
祈

願
す
る
「
十
二
カ
所
巡
拝
」
の
う
ち
、
「
酉
の
ウ
カ
チ
ミ
（
酉

年
の
人
の
役
寺
）
」
と
し
て
現
在
で
も
そ
の
祈
願
者
は
絶

え
ま
せ
ん
。

　

安
国
寺
境
内
に
あ
る
拝
所
で
、
一
七
一
三
年
編
集
の

『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
「
キ
ミ
コ
イ
シ
嶽
」
と
あ
り
ま
す

が
由
来
は
不
明
で
す
。
一
説
に
は
尚
真
王
の
妹
の
屋
敷

跡
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

真
壁
殿
内
が
管
轄
す
る
国
家
祭
祀
を
行
う
御
嶽

で
、
方
言
で
は
「
ミ
ン
チ
ラ
ダ
キ
」
「
ビ
ン
ダ
ダ
キ
」
と
も

呼
ば
れ
、
「
美
連
嶽
」
の
当
て
字
で
表
記
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

薩
摩
の
在
番
奉
行
が
首
里
城
へ
登
城
す
る
時
の
控

所
。
在
番
奉
行
は
那
覇
に
あ
っ
た
御
仮
屋
（
ウ
カ
イ
ヤ
・

在
番
奉
行
所
）
か
ら
、
い
っ
た
ん
こ
の
地
で
待
機
し
、
王

府
の
指
示
を
待
っ
て
か
ら
登
城
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
廃
藩
置
県
以
降
に
は
一
八
八
六
年
に
首
里

尋
小
学
校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

常
高
等
小
学
校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
話
は
、
昔
話
や
伝
承
と
し
て
親
し
ま
れ
る

「
モ
ー
イ
親
方
」
の
逸
話
の
ひ
と
つ
で
す
。
モ
ー
イ
親

方
は
奇
行
や
数
多
く
の
ト
ン
チ
話
の
主
人
公
と
し
て

有
名
で
す
が
、
実
は
寒
水
川
村
出
身
の
実
在
す
る
人

物
な
の
で
す
。

　

モ
ー
イ
親
方
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
伊
野
波
盛
平
（
毛

克
盛
・
一
六
四
八
～
一
七
〇
〇
）
な
る
人
物
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
の
生
家
・
伊
野
波
殿
内
は
代
々
三

司
官
（
王
府
の
最
高
職
）
を
排
出
し
た
家
柄
で
、
盛
平

自
身
も
三
司
官
職
を
六
年
間
勤
め
る
等
、
有
能
な

政
治
家
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
盛
平
の
弟

の
識
名
盛
命
（
毛
起
龍
・
一
六
五
一
～
一
七
一
五
）

は
、
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
和
文
学
者
と
し
て

も
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
『
思
出
草
』

と
い
う
著
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

琉
球
の
政
治
の
中
核
を
担
っ
た
人
物
た
ち
。
彼
ら

に
対
す
る
誇
り
が
様
々
な
逸
話
を
生
ん
だ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

琉
球
王
国
時
代
の
芸
能
は
、
宮
廷
芸
能
と
し
て
首

里
士
族
た
ち
が
担
い
手
と
な
り
継
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
廃
藩
置
県
以
降
、
芸
能
の
舞
台
は
宮
廷
か

ら
商
業
街
の
那
覇
を
中
心
と
し
て
市
井
の
舞
台
に

移
り
、
民
間
に
流
布
す
る
民
謡
や
風
俗
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
庶
民
芸
能
が
定
着
し
ま
し
た
。

　

寒
水
川
芝
居
は
、
一
八
九
二
年
に
那
覇
に
あ
っ
た

仲
毛
（
ナ
カ
モ
ー
）
芝
居
か
ら
分
か
れ
て
造
ら
れ
た

演
芸
場
で
す
。
天
蓋
も
な
く
周
り
を
麻
袋
で
囲
っ

た
芝
居
場
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
内
容
は
好
評
を

博
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
一
九
一
二
年
に
電
車
が
導

入
さ
れ
た
と
き
最
初
に
終
点
が
置
か
れ
た
こ
と
で

劇
場
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
寒
川
の
西
側
マ
ン
シ
ョ
ン
前
に
「
ヌ
ー
リ
ガ
ー

井
戸
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
井
戸
ら
し
き
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
か
つ
て
下
寒
水
川
の
村

ガ
ー
で
、
塩
分
を
含
ま
な
い
清
水
の
中
に
し
か
発
生

し
な
い
シ
マ
チ
ス
ジ
ノ
リ
が
生
え
て
い
た
ほ
ど
清
冽
な

湧
水
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

金
城
町
に
は
こ
の
海
苔
井
戸
よ
り
高
い
位
置
に
あ

り
、
潮
ま
じ
り
の
湧
水
と
言
わ
れ
る
潮
汲
川
（
ウ
ス
ク

ガ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
往
昔
松
川
集

落
か
ら
こ
の
一
帯
ま
で
は
入
江
だ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
な
ぜ
、
こ
の
井
戸
に
淡
水
藻
の
シ
マ
チ
ス
ジ
ノ
リ

が
発
生
し
た
の
か‥

・
水
の
浪
漫
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　　

な
お
、
シ
マ
チ
ス
ジ
ノ
リ
は
世
界
遺
産
の
一
つ
識
名

園
の
育
徳
泉
が
発
生
地
と
し
て
有
名
で
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
国
寺

キ
ミ
コ
イ
シ
嶽（
君
恋
嶽
）

メ
ズ
ラ
嶽（
美
連
嶽
）

御
客
屋
跡（
ウ
チ
ャ
ク
ヤ
）

　

琉
球
が
薩
摩
の
支
配
を
受
け
て
久
し
い
頃
、

薩
摩
か
ら
「
オ
ス
鶏
の
卵
を
持
参
す
る
よ
う
に
」

と
無
理
難
題
を
命
ぜ
ら
れ
た
父
親
に
代
わ
っ
て

モ
ー
イ
少
年
が
出
向
い
た
。

　

薩
摩
側
か
ら
父
親
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
と

「
父
は
産
気
づ
い
て
来
ら
れ
な
い
」

と
答
え
た
。

「
男
が
産
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
か
」

と
憤
る
薩
摩
に
対
し

「
オ
ス
鶏
が
卵
を
産
む
道
理
が
な
い
」

と
モ
ー
イ
が
答
え
た
。

安国寺

メズラ獄（美連獄）御客屋跡（ウチャクヤ）

夜明け前から立ち上がる茅葺き屋根の湯煙、大きな

アルミタライを頭に載せた女性たちが賑わいをみせる

早朝の井戸端の風景が今は懐かしく目に浮かびます。
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